
コロナ禍は、人口減少や環境資源制約、財政制約と言った中で表れつつあった、
効率的な都市サービス・行政サービスの享受、多様化する価値観の中での働
き方や暮らし方の選択肢の拡大といった課題を顕在化、加速化させることに
つながったと考えられます。また、コロナ禍の中での私たちの経験はデジタ
ルトランスフォーメーションの進展や、より人間中心な生活を志向するといっ
た新しい社会・都市の姿を予見するものであったとも考えられます。
このような問題認識を出発点に、コロナ禍がどのようなインパクトを都市・
社会に与えたのかを俯瞰し、これからの都市計画・まちづくりの中心的なキー
ワードである”スマートシティ”や”ウォーカブル”と言ったテーマがどう変わっ
ていくのか、またどう対応していくべきなのかについて考えるセミナーを企
画しました。
例年は、2 日間にわたり会場に集まって開催をして参りましたが、今年度は
新型コロナウイルスの感染リスクが依然として高い状況にあるため、開催方
法をオンラインとして、3時間ずつ全 4日間で開催することと致しました。
皆様のご参加を心よりお待ちしております。
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第 1日目 1/22 [金]

第 2日目 1/28 [木]

第 3日目 2/   4 [木]

第 4日目 2/   5 [金]

2021令和 3年　各回 14:00 ～ 17:00

変化が加速する都市・社会を俯瞰する

加速するデジタル化社会とスマートシティ

ニューノーマルとウォーカブル

With/ Post コロナ時代の都市・社会

※プログラムは裏面参照

【お問い合わせ】 
公益社団法人日本都市計画学会
都市計画セミナー 係
Tel. 03-3261-5407
 E-mail. seminar44@cpij.or.jp

●日程・テーマ

オンライン（ZOOMウェビナー）による Live 配信
　※接続方法などにつきましてはお申込み頂いた方に別途お伝えいたします。
　※オンデマンド配信はございません。

開催方式

参  加  費 会　員　　4日間共通：6,000 円　1日：2,000 円
非会員　　4日間共通：7,500 円　1日：2,500 円
学　生　　4日間共通：1,500 円　1日：　500 円
　※資料のダウンロードが可能なのは、参加日分のみです。
　※公開可能な資料は、後日HPにアップロードする予定です。

原則、Peatix サイトからのお申し込み・参加費のお支払いをお願い致します。
請求書払いを希望される方は、下記 URL にある参加申込フォームまたはお申
し込み用紙よりお申込み下さい。
　https://www.cpij.or.jp/com/proj/s44.html

申込方法
Peatix サイト



都市や社会がどのような影響を受け、またどのような方向に変わ
りうるのか、様々な分野の専門家からの講演を通じて、大きな流
れを俯瞰します。

加速するデジタル化の流れの中で、スマートシティの具体的な
先行事例を紹介。トークセッションでは、スマート化が都市計画・
まちづくりをどのように変えていくのか、議論します。

「ニューノーマル」において、ライフスタイルの変化とそれに伴
う街なかや居住エリアでのオープンスペースの重要性が高まって
いる中、その現在位置を確認し、今後の展望を議論します。

3 日目までの議論を受け、With/Post コロナ時代において、どの
ような都市、社会を目指していくことが求められるのか、都市計
画としてどう対応していくべきか等について議論します。

14:00　開　　会

14:00　開会挨拶 渡邉 浩司　日本都市計画学会 常務理事

14:05　基調報告「With/Post コロナのまちづくりに向けて」
　　　　　　　　渡邉 浩司　国土交通省

14:15　講　　演 「ポストコロナの都市の姿」
  中川 雅之　日本大学 （専門：都市経済学）

14:45　講　　演「社会・政治問題としてのコロナ危機
　　　　　　　　　―不安とメディアを中心に」
  西田 亮介　東京工業大学（専門：社会学）

15:15　講　　演「オンライン・ファースト
 　　　　　―コロナ禍で進展した情報社会を元に戻さない」
  江崎 浩　東京大学（専門：情報ネットワーク）

15:45　講　　演「新型コロナウイルスによる都市･社会への影響」
  和田 耕治　国際医療福祉大学（専門：公衆衛生学）

16:15　休　憩

16:20　総括討議・質疑応答
 　 江崎 浩・中川 雅之・西田 亮介・和田 耕治
　　　　　　　　（進行：渡邉 浩司）

17:00　閉　　会

14:00　開　　会

14:00　報　　告「国土交通省の取組状況」
  筒井 祐治　国土交通省

14:20　事例報告「羽田空港跡地第 1ゾーンにおける
　　　　　　　　  　　　　　　　　　 スマートシティの取組み」
  忽那 知輝　鹿島建設

14:40　事例報告「豊洲スマートシティの取り組みについて」
  宮田 幹士　清水建設

15:00　事例報告「宇都宮市のスマートシティの取組み」
  小室 崇　宇都宮市

15:20　事例報告「岡崎市の目指す
　　　　　　　　　 　 “スマートシティ×ウォーカブルシティ”」
  鈴木 昌幸　岡崎市

15:40　休　　憩

15:50　トークセッション

　　　　「加速するデジタル化社会とスマートシティを考える」
  村山 顕人　東京大学
　　　　　　　　三牧 浩也　UDCK
  筒井 祐治　国土交通省
　　　　　　　　（コーディネーター：小泉 秀樹　東京大学）

17:00　閉　　会

14:00　開　　会

14:00　報　　告「ウォーカブルなまちづくり施策の概要」
  中村 健一　国土交通省

14:15　基調講演　藤村 龍至　東京藝術大学

14:50　事例報告「大切な場所に、新しい暮らしを 
　　　　　　　　　   ―まちなかの公園･河川敷･歩道利用をめぐる沼津の物語」
  小松 浩二　一般社団法人 Lanescape

15:05　事例報告　「駅前デッキ、広場におけるエリマネ活動報告
　　　　　　　　　（新百合ヶ丘、藤沢）」
  杉森 俊彦　小田急電鉄株式会社

15:20　事例報告「都市のレジリエンスを強化する
　　　　　　　　　　　　　　　   グリーンインフラの活用手法」
  佐藤 留美　NPO法人 Green Connection TOKYO

15:35　事例報告「with コロナ時代における神戸の団地再生」
  山田 大輔　神戸市

15:50　事例報告「まちなか大地主として今やるべきこと」
  栗本 光太郎 豊田市

16:05　事例報告「街路空間の改変によるウォーカブルな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  まちづくりの実践」
  石井 朋紀　松山市

16:20　休　　憩

16:25　総括討議・質疑応答
　　　　　小松 浩二　・西村 靖生・佐藤 留美・山田 大輔・
 　栗本 光太郎・石井 朋紀・中村健一
　　　　　（進行：藤村 龍至）

17:00　閉　　会

14:00　開　　会

14:00　基調講演　出口 敦　東京大学

15:00　休　　憩

15:10　パネルディスカッション

　　　　「With/ Post コロナ時代の都市・社会」

　　　　　　　　小泉 秀樹　東京大学
　　　　　　　　馬場 正尊　東北芸術工科大学
　　　　　　　　重松 眞理子　三菱地所
　　　　　　　　青木 克之　宇都宮市
　　　　　　　　渡邉 浩司　国土交通省
　　　　　　　　（コーディネーター：出口 敦）
16:50　閉会挨拶

17:00　閉　　会

※やむを得ない事由により、内容・講師等が変更になる場合がございます。最新の情報は、HP（ https://www.cpij.or.jp/com/proj/s44.html ）をご確認ください。

 第 1 日目｜1/22 [金]
 変化が加速する都市・社会を俯瞰する

 第 2日目｜1/28 [木]
 加速するデジタル化社会とスマートシティ

 第 3日目｜2/ ４ [木]
 ニューノーマルとウォーカブル

 第 4日目｜2/ 5 [金]
 With/ Post コロナ時代の都市・社会


